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A、Personal」Recollections　of
　　／ban　of　Arcについて
??」 ? 豊兄
1
　この作品は1896年に完成している．マーク・トウェインの作品年譜から
みると“Pudd’nhead　Wilson”と“The　Mysterious　Stranger”の間に
入る．
　評価の点から言えぽ，トウェインの作品の中でも特に評価が低い．
　例えばMaxwell　GeismarはMark　Twain：An　American　Prophet
の中で次のような酷評を下している．
　．。．so　Personal、Recollectionsげノbanげ、4rc，　in　1896，　was　Sam
Clemens’s　worst　book．
　This　was　perhaps　the　single　exception　to　the　Mark　Twain　that
there　is　always　something　of　value　in　even　his　worst　work．　It
is　dif丑cult　to　find　anything　of　interest　in／ban　qズ／1rc　except　its
badness．1）
　他にこれ丈こきおろした批評は見当らないが，大体どの研究書も僅かな
ページ数で片づけている．
　だが，このような反応とは逆に作者のこの作品にかける意気ごみと期待
は大きかったことが記録に残っ七いる．
　ペインは伝記の中で次のように書いている．
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Walking　the　floor　one　day　at　Vivani，　smoking　vigorously，　he
said　to　Mrs．　Clemens　and　Susy：“I　shall　never　be　accepted
seriously　over　my　own　signature．　People　always　want　to　laugh
over　what　I　write　and　are　disappointed　if　they　don’t　find　a　joke
in　it．　This　is　to　be　a　serious　book．　It　meant　more　to　me　than
anythlng　I　have　ever　undertaken．　Ishall　write　it　annonymous－
Iy．”2）
またGladys　Carmen　Bellamyは
　　Of　all　Mark　Twaln’s　books，　Personal　Reco〃ectionsげノbanげ
Arc　received　his　most　careful　attention．　On　his　seventy－third
birthday　he　wrote：
　　“IIike　the　Joan　of　Arc　best　of　all　my　books；and　it　is　the　best；
Iknow　it　perfectly　well．　And　besides，　it　furnished　me　seven
tirnes　the　pleasure　afforded　me　by　any　of　the　others：12　years
of　preparation　and　2　years　of　writing．　The　other　needed　no　prep－
aration，　and　got　none．”3）
　とトウェインの言葉を引用しながら，出来ぽえは別にして作老がどれほ
ど大切にした作品であるかを強調している．
C．Neiderの編集したトウェイソの自伝の中でも
　　There　is　only　one　right　form　for　a　story　and　if　you　fall　to　find
that　form　the　story　will　not　tell　itself．．．　In　the　story　of　Joan
of　Arc　I　made　six　wrong　starts　and　eachtime　that　I　offered　the
result　to　Mrs．　Clemens　she　responded　with　the　same　deadly　criti・
CiSm－SilenCe．4）
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　トウェイン自身，「ウスノロ・ウィルソソ」の序で述べているのと同じ
内容を「ジョウン」についても主張して，「ジョウン」に如何に真剣に取り
くんだかを力説している．
　ジョウンに興味をひかれたきっかけは，ペインの伝記によれば，12才の
頃，ハソニバルの通りを歩いていた時に，風で足もとに吹きよせられたジ
ョウソ・オブ・アークの伝記の1ページを拾いあげたことだそうである．
The　Fate　of　Humorの著者Jalnes　M　Coxはこのエピソードが実際に
あったことかどうか立証する直接の証拠がないことから，この話は眉唾も
のだと考えている．（その意味ではトウェインが伝記で述べていることには，多か
れ少かれ，この傾向がある）だが，Dixon　Wectorも伝記の中でこのエピソ
ードをのせている．
　さらにペインによると，拾いあげたページに書いてある，粗野な兵士に
悩まされている「乙女」の気の毒な様子に多感な少年の同情心をかきたて
られて，更にこの話を知るためにトウェイソ少年は図書館を訪れた．
　その結果，彼は読書に親しむようになり，歴史書を読みあさった．ジョ
ウンへの興味はこの少年をそのまま文学の世界へと導いた．
　青年期のトウェイソには，許婚のオリヴィア・ラソグドンにあてた手紙
の中で，ジョウソに言及した手紙がある．その中でリヴィとジョウソのイ
メージが重なりあっているところから考えると，ジョウンはトウェインの
中で美しいもの，すぐれたものの象徴として生きつづけていたようだ．
　しかし，トウェインが後年主張しているように，この聖女に熱烈な関心
をもちつづけていたという事実を裏づけるような手紙，文章は他に残って
いない．（たとえぽ，“The　Turning－Point　of　My　Life”のようなエッセイには，
この事件がそれほど強烈な影響をもつものなら，当然，名前ぐらいでてきそうに思
える．）
　50年をへだてて，トウェインが真剣にとりくんだ“serious”な作品に
このテーマが結実したことは興味深かい．
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　Charles　Neiderが編集したDoubleday　editionで329ページにのぼり，
同じ版に収められているAConnecticut　Yanleeeの258ページより70ペ
ージ上まわっているから，トウェインの作品の中でも旅行記を除けば，最
も長い小説に属している．
　Book　Iは8章，46ページ．ドムレミーの村ですごした少女時代と，ジ
ョウンが神のお告げに立ち上り，ヴォークルールの守備隊長，ロベール・
ド・ヴォードリクールに面会し，神の声を伝えるまで．
　Book　IIは41章，180ページ．後年のシャルル7世を説得して，総指
令官に任じられたジョウンが兵をひきい，イギリス軍を次々に敗走させ，
ランスでフランス王の戴冠式を実現したのち，1430年5月23日コンピェ
ーニュ城下でブルゴーニュ派の捕虜となる運命の日まで．
　Book　IIIは24章，100ページ．それに結尾，3ページ．宗教裁判と殉
教までの経過が中心になっている．
　冒頭にはThe　Sieur　Louis　de　Conte　to　His　Great・Great－Grand
Nephews　and　Niecesと題する1ページがつけ加えられて，彼女の書記官
をつとめたSieur　Louis　de　Conteという仮空の人物が子孫に自分の目撃
した事実を書き残す形式になっている．
　ルイはジョウソと同じ村に育った二つ年上の少年で，普通の田舎娘と変
るところはないが，愛国心と信仰心にみちたジョウンをよく知っている遊
び友だちである．
　ジョゥンが16才の時，大天使ミカエルが現われて，彼女に神の声を伝
えている場面に行きあう．
　以後，彼は数々の奇蹟，予言とその実現，苦難を，処刑の時まで傍にい
て目撃した唯一の証人となる．
　Book　IIは彼の従軍記であり，　Book　IIIでは，ジョウンがブルゴーニュ
派の捕虜となった後は，宗教裁判の記録係であり，彼女に同情をよせる僧
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侶，Manchonの書記に採用された彼が直接に間接に彼女の審理に立ち会
う．
　　ジョウンにもっとも近く，もっともよく彼女を知っているように作者が
条件設定をした青年の眼を通して訴えたかったことを，何事も黙っている
ことができないトウェインは，Translator’s　Prefaceの中で，長々と語っ
ている．その一部を引用する．
　　The　contrast　between　her　and　her　century　is　the　contrast　be－
tween　day　and　night．　She　was　truthful　when　lying　was　the
common　speech　of　men；she　was　honest　when　honesty　was　be－
come　a　lost　virtue；she　was　a　keeper　of　promises　when　the
keeping　of　a　promise　was　expected　of　no　one；she　gave　her　great
mind　to　great　thoughts　alld　great　purposes　when　other　great
minds　wasted　themselves　upon　pretty　fancies　or　upOn　poor　am－
bitions；she　was　modest　and　fine　and　delicate　when　to　be　loud
and　coarse　might　be　said　to　be　universal；she　was　full　of　pity
when　a　merciless　cruelty　was　the　rule；she　was　steadfast　when
stability　was　unknown，　and　honorable　in　an　age　which　had　for－
gotten　what　honor　was；she　was　a　rock　of　convictions　in　a　time
when　men　believed　in　nothing　and　scoffed　at　all　things；she　was
unfailingly　true　in　an　age　that　was　false　to　the　core；she　main．
tained　her　personal　dignity　unimpaired　in　an　age　of　fawnillgs
and　servilities；she　was　of　a　dauntless　courage　when　hope　and
courage　had　perished　in　the　hearts　of　her　nation；she　was　spot．
lessly　pure　in　mind　and　body　when　society　in　the　highest　places
was　foul　in　both－she　was　all　these　things　in　an　age　when　cri－高
was　the　colnmon　business　of　iords　and　princes，　and　when　the
highest　personages　in　Christendom　were　able　to　astonish　even
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that　infamous　era　and　make　it　stand　aghast　at　the　spectacle　of
their　atrocious　lives　black　with　unimaginable　treacheries，　butch・
eries，　and　bestialities．5）
　トウェインにとってジョウソは「あらゆる時代の基準にてらしても，そ
の人格は完全無欠で，人類最高の地位をしめる．その点でユニークな」人
間なのだ．そのような理想の人間を活字の世界で立体化にするに当って彼
は「昼」と「夜」のような明と暗，善と悪のような単純な図式を用いた．
このような「聖者伝」においては，当然ヒロインはますます気高く，それ
を囲むものは全て醜くなけれぽならない．
　Fred　Hallにあてた手紙の中でトウェインが「ウスノロ’ウィルソン」
の完成を知らせるついでに，“companion”を書いていると述べている．
この“companion”とはこの作品のことである，1882年の“The　Prince
and　the　Pauper”と1889年の“AConnecticut　Yankee”にっいでこ
れはトウェインの一連の中世物の一つといえるが，奇妙なことにこの作品
には前二者と根本的に異った所がある．
　それは，中世社会と宗教に対する作者の態度である．「コネティカット・
ヤンキー」であれほどはっきり，中世の封建社会の“brutality”とその社
会構造を支えているモラルの中心となっているカトリック教会を攻撃して
止まなかったトウェインがここでは不思議なことに，少しもそれを批評の
対象としていない．
　コネティカット・ヤンキーのハソク　・モーガンが罵倒した　“human
muck”はこの作品に登場する民衆とはちがう．ここでは彼らの声は天の
声としてジョウンを通して実現されるものなのだから．
3
2ページにわたる「訳老の序文」の大部分はすでに引用したようなジョ
ウンの讃美に終始し，終りの4行で，
74
　And　for　all　reward，　the　French　King　whom　she　had　crowned
stood　supine　and　indifferent　while　French　priests　took　the　noble
child，　the　most　innocent，　the　most　lovely，　the　most　adorable　the
age　have　produced，　and　bumed　her　alive　at　the　stake．6）
　とだけごく短かく，シャルル7世の忘恩にふれている．
　ジョウソがコンピェーニェで捕えられ，イギリス側に渡され，狭い牢獄
で苦しみ，身の毛のよだつ刑罰におもむこうとしていた間，彼女のおかげ
で救われ即位することのできたフランス国王自身は何をしていたか．
　何か発言したり，行動した痕跡は全くない．もし，していれぽ名誉回復
裁判の時に，当然クロ　一一ズ・アップされている筈である．もしも何もして
いなかったとすれば，彼が無為無能であるとか，無気力であったと非難さ
れても仕方がない、
　歴史家は異口同音にこの無気力な王に対し厳しい攻撃の矢を放ってきた．
彼らは王がなすべきだったことを次のように挙げている．
　まず，王はジョウンのために決然として立ち上り，全国民に呼びかけた
上で，次のようなことを弾劾すべきであった．戦争捕虜を非軍事日的のた，
めにイギリスに渡したこと，戦争捕虜の問題を政治的復讐のみえすいた口
実にすぎない宗教問題にすりかえたこと，さらに，被告に私怨をふくむ敵
と誰もが知っているイギリス側の手先を裁判官に任命した不当な行為，陪
審判事の一方的指命，イギリスの裁判干渉，軍事と宗教の混同，等々を．
　少くとも，調停の望みはないにしても，大義名分のためだけにでも，法
王に訴えでるべきであった．
　そのシャルル7世が25年後になぜ，突然，ジョウンのために名誉回復
をはかったのか．
　この作品の“Conclusion”でトウヱインは次のように理由を説明してい
る．
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　．．．now　that　the　English　had　been　finally　expelled　from　the
country，　they　were　beginning　to　call　attention　to　the　fact　that
this　King　had　gotten　his　crown　by　the　hands　of　a　person　proven
by　the　priests　to　have　been　in　league　with　Satan　and　bumt　for
it　by　thern　as　a　sorceress．．・7）
　王は自分にふりかかる火の粉をはらうために彼女の名誉回復をはかった
ことになる．
前章で引用した序文にあるトウェインの表現によれぽ中世の昼と夜を画
きだすはずのものが，夜の部分は具体的に描かれてもいないし，作老もそ
の努力をしていない．
　．．．to　her．dying　moment　she　could　never　hear　in　patience　a
word　against　that　ingrate，　that　treacherous　dog　our　King，　whose
proper　place　was　here，　at　this　moment，　sword　in　hand，　routing
these　reptiles　and　saving　this　most　noble　servant　that　ever　King
had　in　this　world．8）
　この描写は宗教裁判の終りに近い部分だがここまでにいたる300ページ
に，王をこの作品の「夜」の部分として納得させる表現は少い．しかも，
それがジョウンの側近の眼を通して語られているだけになおさら説得力を
欠いている，
　敵以上にジョウンを苦しめだのはシャルル7世の待従長，ラ・トレモィ
ーユであるのは周知のことだが，これまた，トウェインはどういうわけか，
ほとんどこの作品には登場させていない．
　ジョウンの悲劇が，作品の中で一つの現実としての重みを獲得するため
には，彼女と対立する政治と宗教，貴族社会の権益が複雑に入りくんだあ
の中世の暗黒が，そこに根づいている王が，トレモィーユが，ピェール・
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コーションが実在感を与えられていなければならない．
　この作品が，ジ・ウン讃美のメロドラマにすぎないという批判があたっ
ているとすれぽ，それはジョウンを，その純粋な信仰を，愛を，もろもろ
の美徳をただひたすら，そのまま，・讃美者の眼をとおしてうたいあげよう
とした方法の失敗によるものであろう．
4
　ジョウンがコソピェーニュの砦の外で降服のしるしに剣をわたしたヴァ
ンドンヌの庶子は，捕虜に対する権限を主人のリニィ伯ジャソ・ド・リュ
クサンブー一ルに譲った．更にリュクサンブールはその主人のブルゴーニュ
公に売り，更にまた，コソピェーニュの敗北で損害を蒙ったブルゴーニュ
公は金貨1万リーヴルでイギリス国王に売り渡した．
　ジョウンはこのような経過でフランス人の手によってイギリス方に売り
渡されたのだが，この間，人の手をへるごとに補虜の値が上っていったこ
とは言うまでもない．
　イギリスのベッドフォードは，イギリスとブルゴーニュ派の合併王国を
正当化する唯一の手段はシャルル7世から王位継承権をとりあげることで
あると考えた．
　そのシャルル7世をランスにおいて戴冠させ，その正統性を主張したジ
ョウンを異端者として公然と告発することは彼がヨー一　Pッパをすてること
から守るもっとも有力な手段であった．
　国家的立場からジョウンの霊感が悪魔からのものであると信じるベッド
フォードは，大義名分の絶対命令にしたがって，ランスの司教区から彼女
に追いだされてジョウンに深いうらみを抱いているコーションをして，捕
虜を宗教裁判にかけるべきだと要求させた．
　そのうえベッドフォードは，もし宗教裁判の法廷が彼女の異端性を立証
できなかった場合は，自分が彼女を処分する旨の付帯条件をつけている．
　この告発が戦争捕虜である者を宗教裁判によって審判をうけるべき異端
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者にしてしまう大きな矛循をふくんでいることは言うまでもない．
　投降から宗教裁判にいたるまでの経過は，カトリック教会，封建社会制
度，政治等々の諸要素が複雑にいりくんでいて理解しかねる点が多いが，
ここにはパリ大学の意見が相当大きな圧力となっていたことも見逃せない．
　もちろん，イギリス側の手先として，積極的にブルゴーニュ公とイギリ
ス側の仲介をし，ルーアンの司教区で捕虜となったジョウンの裁判で中心
的な役割を果し，ジョウンを死刑場にひきずりだしたピエール・コーショ
ンの役割りの大きさは否定できない．
　だからといって，こうした時代の趨勢を支配したのがコーションー人と
いうわけではないはずだ．
　1895年1月29日，トウェイソは自分の救世主であるH．H．ロジャーズ
あての手紙の中で次のように書いている．
　The　first　two－thirds　of　the　book　were　easy；for　I　only　needed
t。keepi。g　my　hi・t・・ica1・・ad・t・aight；theref・re　I　used　f・r　ref－
erence。nly・n・Fren・h　hi・t・・y・nd・n・E・gli・h・n・一・nd・h・v・1・d
in　as　much　fancy－work　and　invention　on　both　sides　of　the　historl－
cal　road　as　I　pleased．　But　on　this　last　third　I　have　constantly
used　five　French　sources　and　five　English　ones，　and　I　think　no
telling　historical　nugget　in　any　of　them　has　escaped　me．9）
　作品の冒頭に，使用した資料を11冊列記しているが，この手紙の内容か
ら判断するとその大部分はコーションの活躍が中心になるBook　IIIの歴
史的事実の研究に使われていると考えられる．
　ところが，トウェイソは“Saint　Joan　of　Arc”という短いエッセイの
中でも
Finally，　Cauchon，　Bishop　of　Beauvais，　paid　the　money　and
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bought　Joan－ostensibly　for　the　Church，　to　be　tried　for　wearing
male　attire　and　for　other　impieties，　but　really　for　the　English，
the　enemy　into　whose　hands　the　poor　girl　was　so　piteously　anx・
ious　not　to　falI．10）
　と書いているように，G．　B．　Shawの“Saint　Joan”とは異って，コー
ショソを悪役にしてジョウソを迫害する勢力の中心にすえてしまった．
　これはトウェインの歴史観の限界を示めすものと考えられるが，この欠
陥は更に方法上の限界によって大きなものになっている．
　一人の語り手を通して歴史を語ろうとする場合，「戦争と平和」のよう
な広大な鳥瞼図を展開することは不可能であろうし，G・B．ショウの「聖
ジョウン」のように，歴史を動かしているものの立体的な解剖図をつくり
だすことも不可能であろう．
　21才の青年の涙にくもる眼には，ピェール・コーショソはただひたすら
悪の化身に，神の使いであるジョウソはただもう清純可憐にしかうつりよ
うがなかったはずだ．とすると読者は彼の羅列する讃辞をどうしてまとも
に，額面どおり受とることができるだろうか．
　「訳者の序」でトウェインが主張しているジョウンと時代との対照は，作
者の分身である讃美者の眼をとおして，困ったことに，熱烈な感動をこめ
て語られたために，中世の錯綜した政治の世界はどこかへ消えて，善玉と
悪玉の対決というような単純な図式に還元されてしまった．
　しかも，この単純化の結果，生れたものはトウェインが何よりも軽蔑し
たお涙頂戴式のメロドラマの世界であった．
5．
　ジョウソの宗教裁判は異端裁判と邪宗裁判の2期にわかれておこなわれ
た．異端裁判は長期にわたり，ジョウソの罪の審理から，サソ・トゥアソ
での「改宗」にいたる．邪宗裁判は「改宗」の拒否から刑の宣告まで．
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　15世紀においては，悪魔を探りだすためにはあらゆる偽満も詐術も正当
と認められていた．
　どうしてもジョウソを魔女にしなけれぽならぬ使命を負った裁判所の迅
問は真実に迫るための手段ではなく，19才の無学文盲の田舎娘をおとし入
れるための罠にすぎなかった．
　詣計と罠にみちた訊問から解放された彼女をまちうけているのは教会の
牢獄であるべきなのに，イギリスの牢獄に収容され，手，足，首にカセを
はめられ，鎖につながれたジョウンを見張るイギリス兵が耐えられないよ
うないやがらせをしても制止する者もいない．
　声をかけてくる囚人はコーショγの企んだまわし者であったりする，
　獄中にあってさえ寸時の安息を与えられなかった乙女が50人以上にの
ぼる学者，僧侶を相手に，誰一人弁護したり，勇気づけてくれる者もなく，
たった一人で，終始，毅然とした態度でひるむことなく戦いつづけた態度
こそ奇蹟そのものであるといわれている．
’　Joall　of　Arc　was　great　always，　great　everywhere，　but　she　was
greatest　in　the　Rouen　trials．　There　she　rose　above　the　limitations
and　infirmities　of　our　human　nature．．．11）
　とたたえているトウェイソは　H・H。ロジャーズへの手紙に　“．．．it
（＝the　Martyrdom）is　the　heart；it　is　a　part　of　the　living　body，　and
not　detachable　without　assassination．”12と書いているように，殉教の場
面をこの作品の中心と考えている．
　殉教はこの事件のクライマックスにちがいないが，これはトウェインに
とってなくてはならぬものだった．
　単身フラソスを救いながら，王にも国民にも見捨てられ，母国の人間の
手で敵に売り渡され，死に追いやられ，処刑されていったジョウンの悲劇
を善と悪の対立という低い次元の図式でしか把握できなかったトウェイン
80
は，歴史の流れに頼り，歴史が提供してくれた悲痛な結末をひたすらうた
いあげる以外に，自分の感動を伝える方法をもたなかった．それには清純
な乙女の火あぶりという大向ううけする舞台ほど彼にとって望ましいもの
はなかったろう．（「ハック・フィン」や「コネティカット・ヤンキー」を見ても
判るように，トウェインはいつも派手な，人がびっくりするような場面を設定する
誘惑に抵抗することはできなかった）
　To　know　Joan　of　Arc　was　to　know　one　who　was　wholly　noble
pure，　truthful，　brave，　compassionate，　generous，　pious，　unselfish，
modest，　blameless　as　the　very　flowers　in　the　fields－a　nature　fine
and　beautiful，　a　character　supremely　great．13）
　What　a　dainty　little　figure　she　was，　and　how　gentle　and
innocent，　how　winning　and　beautiful　in　the　fresh　bloom　of　her
seventeen　years　1　Those　were　grand　days．　And　so　recent－－for
she　was　just　nineteen　now－and　how　much　she　had　seen　si㎡ce，
and　what　wonders　she　had　accomplished！14）
　この二つの例はほとんど毎ページにでてくるジョウンに対する讃辞のパ
ターンであるが，これこそこの作品を，質の問題は別にしても，つまらな
くしているものだ．この無駄な表現を削除すれぽ，少くとも4分の1はペ
ージを節約できた上，あとに残った歴史的事実だけがはるかに強い感動を
よぶのではなかろうか．
　すぐれた講演家のトウェインは，聞き手を笑わそうとする時には，語り
手はニコリともせずに話さなけれぽいけないことをよく承知していた．
　だが，この作品でトウェインがやったことは自分が笑いころげながら，
相手をも笑わせようとしているようなもので，この作品にくどくど語られ
る大げさな，感動的な讃辞は読者の迷惑になりこそすれ，感動をよぶもの
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ではなかった，
　ハック・フィソやトム・ソーヤーがハンク・モーガンが生々と読者にせ
まってくるのは，彼らが説明されているからではなく，彼らが生きた人間
として行動しているからである．
6
「王子と乞食」の“companion”として生れたこの作品は「王子と乞食」
が書かれる過程ではこの話についての読書や資料蒐集がなされていたにし
てもト）エインの興味を全てのみつくした投機へ関心によって棚上げにさ
れる運命にあった．
　1893年の春頃，最初のクライマヅクスである“The　Siege　of　Orlean”
まで書き進んでいた記録はある．
　しかし，この時期に創作活動は一度全部とまっている．
　この年の夏には，経済上の危機がトウェイソを襲った．
　1881年から投資をつづけてきたペイジ印刷機の研究に対する投資は1887
年には毎月3000ドルにも増加した．1891年6月には一家はハートフォー
ドの豪壮な邸宅を維持しきれず，ここをひきはらって，ヨーロッパに居を
うつすくらい経済的においつめられていた．
　その上，i義理の甥C．　Websterにまかせていた出版会社Webster　pub－
1ishing　Companyが“Library　Qf　American　Literature”を当時として
は画期的な割賦販売したため，売り上げがのびるほど支払いが増加し，ト
ウェイソの経済状態をますます苦しいものにしたt
　もしも，この年に友入が彼にスタソダード石油のH．H．ロジャーズを
紹介してくれなかったらトウェイソの晩年は悲惨なものになったろうと考
えられている．
　彼はトウェインを代表して，1894年の破産に際しては，彼の著作権やハ
ートフォードの家が債権者の手に渡るのを防いだ．
　破産法に頼ることを潔ぎよしとしないトウェイソは負債返済のため，青
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年時代の彼に富をもたらした演壇に戻る決心をした，彼が世界講演旅行に
出発したのは1895年5月，齢まさに60．（「ジ・ウン」を書ぎあげた1ケ月後）
そして全額負債を払いおえたのは1898年の冬であった．
　1894年の夏，破産のあと始末が終ったあと，ヨーロッパの家族のもとに
戻ったトウェインはノルマンディで夏をすごした．
　“The　bankruptcy　had　brought　him　a　profound　sense　of　release
from　an　intolerable　burden，　and　his　energies　tumed　once　more
to　his　writing．”15）
　とDelancey　FergusonはMan　and　Legendの中でこの時の心境を説
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら明しているがこの年の1月，妻にあてた手紙の一節
　When　the　anchor　is　down，　then　I　shall　say：
　“Farewell－a　Iong　farewell－to　business！Iwill　never　touch
it　again！
　Iwill　live　in　literature，　I　wi11　wallow　in　it，　revel　in　it，　I　will
swim　in　ink！Joan　of　Arc－but　all　this　is　premature；the　anchor
is　not　done　yet．”16）
　からもこの時のトウェインの心情がよく判る．彼はここで一気にパティ
の戦いまで書きすすんだ．ここでペイジ印刷機の不成功の最終的なニュー
スのため再び筆がとまる．
　その年の冬，一家はパリに落ちついた．この冬から翌年の4月末にかけ
て「ジョウソ」は書き上げられた．
　ハーパーズ・マガジンには4月から連載された．
　1ケ月後には負債返還のための講演旅行にでようとする時であったから，
自伝の中で書いているように，旅行，講演の打合せや手配で繁忙をきわめ
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ていた．
　長年にわたる問題h：．一一応さっぱり片づいただけに暗さを通りこしてかえ
ってさっぱりした気持になっていたのかも知れない．
　それだけに文学に没頭することがどれだけ心の救いになったことであろ
うか．
　自伝には，自分を直接に破産に追いこんだ無能な出版業者C．ウェブス
タ“一一に対する苦い気持も含めて，苦心の末かせいだ金を投機に全て注ぎこ
んでしまった自分と，彼をカモにした山師たちに対して次のように書いて
いる．
　“All　through　my　Iife　I　have　been　the　easy　prey　of　the　cheap
adventurer．　He　came，　he　lied，　he　robbed　and　went　his　way，　and
the　one　arrived　by　the　next　train　and　began　to　scrape　out　what
was　left．　I　was　in　the　toils　of　one　of　these　creatures　sixteen
years　ago，　and　it　was　Roger　who　got　me　out．17）
　青年時代からひたすら金のために講演をしペンをにぎり，数知れぬ発明
に無駄な投資をしつづけ，金，金と金もうけに明けくれた彼は，60才にな
って，折角建てた家には住めなくなるし，90人からの債権者に囲まれる破
目になった．
　彼には，ほんの身近かの数人を除いて，全ての人間が信じられなかった
にちがいない．
　心身とも疲れきり，傷ついたトウェインにもっとも必要なものは何か信
じられるものを自らの手で創りだすことだったのではなかろうか．だから
こそジョウンは“one　of　the　few　characters　in　history　who　could　in
any　wise　justify　the　existence　of　the　human　race”18）でなけれぽなら
なかった．
　投機の世界から，二度と足をふみいれない決意をもって，文学の世界に
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戻る手がかりであるこの作品は，これまでのどの作品より
芸術的であって，金のためであってはならなかった．
“seriOUS”で，
NOTES
　APersonal　Recollections　／oan　of　ArcのテキストにはThe　Co〃zPlete　Novels
of　Marfe　Twain　vol．　II，　Dubleday＆Company，1964を使用した．
）1
）2
）3
）4
）））））???
10）
11）
12）
13）
14）
15）
16）
17）
18）
Geismar，　Maxwell：Mark　Twain，肋．4耀漉伽Prophet，　Houghton
Mi租in，1970，　p．148．
Mark　Twain’s／lu彦oうio8raphy，　vol．　II，　ed．　by　A．　B．　Paine，　Harper＆
Brothers，1924，　p．959．
Bellamy，　Gladys　Camlen：ルtark　7’wain　as　a〃’θ7醐y／lrtist，　Univ．　of
Oklahoma　Press，1950，　p．315．
The　Au励∫08勿勿（）f　Marle　7’鰯〃，　ed．　by　C．　Neider，　Chatto＆Windus，
1960，p．264．
ノ∂σηof／lrc，　p．663．
Ibid．，　p．664．
Ibid．，　P．997．
Ibid．，　p．663．
ルtark　Twain’s　CorresPondence　with　Henry　Hut彦leston　Rogers，　Univ．　of
California　Press，1969，　p。125．
The　Co吻le彦θEssのysげルZarle　7’wain，　ed．　by　C．　Neider，　Doubleday，
1963，p．316．
ノoan　qブノlrc，　p．967．
Mark　Twain，5　Corresf）ondence　with　H．　H．　Rogers，　p．125．
ノoanげ！lrc，　p．950．
1ろid．，　P．907．
Ferguson，　Delancey：　Mark　7「z〃ain，ルtan　and　Legend，　Charter　Books，
1963，p．259．
Marfe　Twain’s　CorresPondence　with　H．　H．　Rogers，　P．20．
The／lutbbiogEraphyげMarle　Twain，　ed．　by　C．　Neider，　p．259．
Marfe　Twain　；Man　and　Legend，　p．256．
